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実践論文

福井大学教育実践研究　2021，第46号，pp.35－44

Ⅰ　はじめに
　近年幼児教育・保育の質の向上を求める声が高まって
きている。例えば内閣府・厚生労働省は「保育所等にお
ける保育の質の確保・向上に関する検討会」の中で、保
育の質を高めるための具体的な方策を議論・検討し、議
論の取りまとめを公表してきた（厚生労働省 2019）。厚
生労働省（2020）は、保育実践の質の確保・向上に向
けた活動の中で、多様な視点を得るための「開かれた」
取組が必要であるとして、公開保育を挙げている。また
厚生労働省（2019）で公開保育は、「現場間で互いに保
育を見合い、対話する機会を持つことは、保育の質の確
保・向上に向けて各現場が自律的に取組を進めていく上
で有効と考えられる」としている。
　公開保育の意義を論じている先行研究を示す。
　関勤（1980）は、公開保育の意義として、（A）保育
職員の協力体制の確立に果たす役割、（B）保育職員の
研修・現職教育に果たす役割の 2つがあるとしている。
（A）は、公開保育・研究集会を開催する園の保育者の
協働的な活動を促進し、同僚性意識を醸成する。（B）は、
保育者が専門職として学び続ける存在であるための必要
性と、研修の機会としての意義があるとしている。
　成田朋子（2014）は、K市の 13園の保育者が共通意
識をもって保育に取り組むために、K市が実施した公開

保育の助言者として関わった経験を詳細に検討し、K市
の公開保育の事例が、保育者の研修として意義あるもの
と考察している。公開保育の意義を論じるための構成要
素を示している。次に示す。（１）公開保育に参加する
全保育者が関わり、話し合いの中で共通理解を形成して
いくという全員参加の研修が、市全体の保育者の共通意
識の育成に有効である。（２）公開保育参加者が「いい
ところ探し」に努めたことが、公開保育後の協議を、参
加者の経験をもとにした学び合いの場にした。（３）公
開保育での具体的な場面を共有して同僚同士が学び合
い、対話が生まれて、参加者はたくさんの気づきを得た。
（４）公開保育前から公開園と参加者の日々の保育実践
の中に埋め込まれた PDCAサイクルを顕在化させ、そ
の後も取り組みが続けられている。（５）経験者も新人
も対等に同じテーマで協議を行っていて、公開保育が新
人教育に有効であった。
　さて田中雅道（2016）は、幼児教育の質の向上が園
の重要な課題であるとし、自己評価と公開保育を組み合
わせた保育の質の評価システムを提案している。自己評
価から、各園が重要と考えている課題を、公開保育を通
して主にコーディネータと公開園の職員の対話で深めて
いく。それが保育の質の向上につながると論じている。
田中雅道（2016）は、公開保育を活用した幼児教育の
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　福井大学連合教職大学院に大学院生を派遣している著者等が勤務する3つの幼保連携型認定こども園
が、2018年から公開保育研究会を組織し、各園が年2回の公開保育を開催して、4年間に渡り互いの園の
保育・教育実践を支え学び合ってきた。本稿は、4年間の「三園公開保育研究会」の活動を捉え直しながら、
他園の公開保育から学んだこと、公開保育を開催して学んだことを職員アンケートから示すとともに、そ
の変化の要因について検討するものである。
　地域・規模・園種・園文化の違いを乗り越えて公開保育の実践を積み重ねてきたことが、三園の保育の
質の向上や職員の意識の変容、すなわち園の変容に影響を与えてきたことが明らかになった。また、少子
化の中で園改革の推進が求められるという文脈を持つ三園だからこそ、公開保育を通して学び合い、保育
の変容、職員の変容に至ったと推察している。また三園は、教職大学院という学びの基盤があったからこ
そ、異質であっても公開保育の実践を4年間に渡り継続できたと言える。
　課題として公開保育に臨時・派遣職員等の参加を保障する等、学びを広げることと、学びのサイクルを
意識した公開保育の実践を試行する等の学びを深めることを述べる。
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質の向上システム（ECEQ）に発展し、秋田喜代美（2020）
は、ECEQの効果を検証しその良さと課題を明らかに
している。課題として公開園の職員の不安や負担の大き
さ、また事後の振り返りの困難さを指摘している。同じ
問いへの多様な意見が得にくい、新しい保育実践や新し
い保育の考え方が感じられないという公開園の職員のア
ンケート回答が多いことも指摘している。コーディネー
タ以外の参加者の存在感の薄さやコーディネータの関わ
り方に、公開保育の成果が左右されていることが推察さ
れる。
　最後に、福井市の公開保育の事情を説明する。幼児教
育分野の「開かれた」公開保育の取組は、福井大学教育
学部附属幼稚園の、毎年開催される幼児教育研究集会の
公開保育が知られている。また福井市の公私立保育園・
こども園・幼稚園合同の公開保育については、2017年
に福井市園内リーダー研修カリキュラムの中で「子ども
の育ちを学び合う公開保育」が開催されたのが最初の試
みであった。以降コロナ禍により園内保育に姿を変えた
り、様式を変えながら継続している
　その中でも、公開保育の取り組みは、福井大学大学院
連合教職大学院（以下「教職大学院」とする）に大学院
生を派遣している、筆者等の三つの私立認定こども園が、
2018年に公開保育研究会（以下「研究会」とする）を
立ち上げて、三園持ち回りの公開保育の実践を継続して
きた。三園は、保育の質の向上を積極的に推進して、地
域から期待される使命を果たし、利用者から選ばれる園
になるために、試行錯誤を重ねてきたことが、研究会立
ち上げの背景にある。

　4年間の公開保育の実践は、三園の保育者の学びの場
を広げ、職員の意識と保育の質を変容させ、三園が志向
する園改革を後押してきたものと評価している。
　本稿の目的は、三園の 4年間にわたる試みを振り返り
ながら、職員アンケートから集約された、他園の公開保
育からの学び、公開保育を開催しての学びを総括し、さ
らに三園の変容とそれを生み出した要因を考察すること
にある。

Ⅱ　方法
三園のプロフィール
　表 1に三園のプロフィールを示す。三園は、表 1に
示すように、経営母体、小学校区、創立時の学校種、定
員規模が同じではない。また地域社会から期待される役
割や、理念や教育・保育方針が異なっている。
　一方保育の質の向上への取組や子ども主体の保育等の
共通点が見られる。共通点を以下に示す。
（１）保育の質の向上への継続的な取組
　三園は、園長主導で、2013年前後から園を変えよう、
保育を変えようと試行錯誤を続けている。
（２）幼保連携型認定こども園への早期の移行
　子ども子育て新制度施行直後（2015年～ 2016年）に
幼保連携型認定こども園に移行して地域の新しい期待に
応えようとしている。
（３）教職大学院の連携校
　2017年から教職大学院に職員を派遣して職員の学び
の質を向上させることを期待している。教職大学院から
の学びを園全体の学びにすべく活動している。

表1．三園のプロフィール（2021年4月現在）

園名称 幼保連携型認定こども園
さくら認定こども園

幼保連携型認定こども園
和田こども園

幼保連携型認定こども園
福井佼成幼稚園

経営母体 社会福祉法人さくら会 社会福祉法人和田保育園 学校法人福井佼成学園
移行前の園形態 私立保育園 私立保育園 私立幼稚園
定員／現員 155名／ 171名 265名／ 232名 271名／ 264名
理念 1人の笑顔がみんなの笑顔に 輝くいのち～生きる喜び～ 一人ひとりを大切に心を育てる

保育方針
1.心と体の健康を育む
2.共に遊び共に学ぶ
3.自ら探求し表現する

1. 子どもの健康と安全を基本と
した子育て支援の実施

2.情緒の安定した生活ができる
環境整備

3.園での生活を通して、豊かな
人間性を育む

1．命や物の大切さを育む
2．自ら楽しく学ぶ
3．感動体験を共有し、自立性・
共生・創造性を培う

小学校区 (地区 ) 松本小学校（福井市北部） 和田小学校（福井市東部） 木田小学校（福井市南部）
校区内の 1年生
に占める卒園児数 

(2021年 4月 1日 )

16名／ 65名、25% 32名／ 96名、33％ 42名／ 145名、29%

地域で期待される
園の役割 (*1)

近隣の複数の園と同様の就学前
児童の保育・教育

校区の 2園の１つとして、就学
時のスタートカリキュラムへの

協力

地域の子育て支援センターとし
て機能する

園改革の模索開始
時期 (*1)

2013年 4月 2015年 4月 2011年 4月

（*1）園長インタビューによる。



37― ―

園を結び互いの保育実践を支え学び合う

（４）子ども観・保育観が似ている
　子ども中心の保育を基本としつつ、集団保育による協
働の学びから生まれる社会性の育ちを大切にしてきた。 

公開保育研究会の設立・参加の経緯
　研究会の設立・参加に至った経緯を、研究会の基盤で
ある教職大学院への職員派遣の背景や思い、研究会設立・
参画した理由を、三園それぞれの立場を説明する。
【１】さくら認定こども園
（i）教職大学院への職員派遣の背景
　さくら認定こども園は、少子化が徐々に進行する福井
市北部に位置し、半径 2km圏に大学附属幼稚園、公立
保育園・私立認定こども園・幼稚園等 12園が点在して
いる。圏内の園群の中に埋没しないために、2013年頃
から園長・教頭主導で『保育の質の向上』活動、『園の
ブランド構築』活動を試行錯誤し続けていた。
（ii）教職大学院に職員を派遣した思い
　保育の質の向上活動は、活動の成果や全体像が見えず
に悩んでいた。教職大学院に教頭を派遣したことが契機
となって、活動の成果を言語化することや、全体像を見
えるように整理することの助力が得られたことで、職員
を巻き込んだ活動に膨らみ始めた。活動を継続していく
ためにも、職員派遣を続ける決定をし、2021年度まで
に計 4名の職員を派遣し続けている。
（iii）研究会設立を提案した理由
　2017年さくら認定こども園が公開保育の会場園になっ
た。公開保育の経験から、公開保育は園の保育を変える
力があることを理解した。それで教職大学院の幼児教育
の連携校の園の園長方に研究会の立ち上げを提案した。
【２】和田こども園
（i）教職大学院への職員派遣の背景
　子ども子育て新制度・教育改革・保育料無償化・新型
コロナ禍による生活様式の大きな変化など、社会と子育
ての環境がここ数年で大きく変化している。その変化に
よって、選ばれる園であるために必要とされる条件も変
化してきていることに危機感を感じていた。
（ii）教職大学院に職員を派遣した思い
　教育・保育観の転換が求められる中、目の前の子ども
たちにとって、自ら学べる環境は整えられているのだろ
うか。予測不可能な新時代が到来する中、当園における
生活の中で子どもたちにどれだけの非認知的スキルが培
われているのだろうか。興味・関心のあるものと出会
い、その興味を広げる工夫はされているのだろうか。友
だちと語り合い、自分の考えを説明したり対話したりす
る場、思いや考えを共有する機会は設けられているのだ
ろうか、と疑問を抱き始めていた。今後、求められる教
育・保育観への転換を図るべく、教職大学院へ職員を派
遣した。
（iii）研究会に参加した理由
　園のリーダー層は、主体的・対話的な学び、非認知的

能力を育むことの大切さを研修等で理論的に理解してい
たものの、実際の保育の中でどう取り組んだら良いのか、
今現在の保育をどう変えたら良いのかが分からない状況
にあった。現場の職員は、目の前の子どもたちとの生活
や日々の仕事に追われ余裕のない状況にあり、試行錯誤
するゆとりすら無かった。また、前例踏襲の風土を変え
ようと考えていた。他園の文化に触れることで、何かし
らのヒントを得て、当園に化学変化を起こしたいとの思
いで研究会に参加を決めた。
【３】福井佼成幼稚園
（i）背景
　2012年福井県における子育て世帯の女性の有業率は
72.1%で全国 3位であった（通商産業省 2012）。保育ニー
ズは保育園に集中していた。そのため福井佼成幼稚園の
歴代の園長先生は、幼稚園のままでは未来が描けないと
判断していた。園の存続のため、認定こども園に移行す
ることで生き延びる道を探ろうとしていた。
（ii）教職大学院に職員を派遣した理由
　幼稚園の文化に保育園の文化を融合させていく試み
は、認定こども園開設準備期間（2009年～）から続け
ていたが、保育者主導の一斉保育が主流になるやり方を
変えることは難しかった。今までのやり方に不便さがあ
るわけではない、今までの保育を変える必要性を訴える
職員もいなかった。保育のやり方に疑問があっても、言
い出しにくい雰囲気も多少はあったように思われる。 

　そこで、職員の思いや考えを揺さぶるべく、教職大学
院で学ぶという仕組みを研修の制度として組み込んだ。
子ども主体の保育に気づいてほしいという願いのもと、
順に 2年毎に職員が入学して学びを繋げてきた。年々保
育に変化が見られ、「主体性」を保育の中心に据えるこ
との大切さに気づき始めたことに手ごたえを感じたから
である。
（iii）研究会に参加した理由
　職員が「子どもの主体性」の大切さに気づき始めた頃、
福井市園内リーダー研修カリキュラムの公開保育を開催
することになった。保育者には第三者から「見られる」
という緊張感が漂っていた。しかし、参観後の研究会に
おいて「保育を認められること」や「助言をもらうこと」
で職員が喜ぶ反応が予想外だった。その後の保育にも意
欲的に取り組む姿が見られるようになり、公開保育の効
果に私の公開保育への認識は 180度変わっていた。三園
での公開保育の研究会の誘いは渡りに船だったのである。

公開保育研究会の取組の特徴
　研究会の特徴は、「園を変えたい」、「保育を変えたい」
という三園の思いを反映している。下記に示す。
（１）日常の保育の質の向上
　研究成果・特別な取組の報告・発表や参観ではなく、
日常の保育を参観し、その質の向上を目的とした。



38― ―

伊藤　康弘，嵩谷浩太郎，大栁世津子

（２）試行錯誤中の過程を見る公開保育
　完成された保育を見てほしいということでなく、悩み
ながら試行錯誤の過程を参観してもらうこととした。
（３）「開かれた」公開保育
　公開保育は、三園の職員ならば参加可能であり、他に
保育・教育者でも参加可能とした。
（４）公開保育の継続的な開催
　年間の開催回数は、各園 2回、計 6回としている。三
園の職員は年間 4回の参加が可能で、回数を重ねること
で三園の職員の同僚性の醸成に寄与したと考える。
（５）保育参観後のグループ協議での振り返り
　保育参観後に、開催園の職員と参観者、講評の教職大
学院の教員がグループに分かれ、新人ベテランの分け隔
てなく協議する。開催園の職員と参観者の学びが深く・
広くなるように意図した。

Ⅲ　公開保育研究会の実践
研究会の立ち上げ
　三園は、2018年4月の準備会（三園の園長、教頭が参加）
で、次のような約束事を合意して公開保育を実施するこ
とにした。
（１）研究会は、教職大学院の連携校が、保育の質の向
上を目指して実施する。
（２）公開保育が子どもや職員の負担にならないように、
開催園が日程や研究テーマを、自由に決めて良いとする。
（３）標準のプログラムを表 2に示す。公開保育実施園は、
事情に合わせて変更可能とする。

表2．公開保育の標準のプログラム

時間 プログラム
90分 保育参観
90分 研究会

1.グループ分け 年齢別グループに分かれる。
2.説明　担任が保育の狙いを説明する
3.グループ協議　参加者による協議を行う。
省察・感想を付箋に記し記録とする。（付録 1）
4.講評　先生方から講評をいただく

公開保育研究会の実施
　公開保育は、2018年から開始し 2020年以降コロナ禍
の中でも、回数を調整しながら継続してきた。公開保育
の実施状況を表 3に示す。

2019 年度の合同研修会の開催
　公開保育研究会が始まり一年目の計 6回の公開保育を
終えて、2年目に入った時、「なぜ保育を変える必要が
あるのか？」という問いが、職員の気持ちの中で生じ始
めていた。三園の園長の間では明らかではあっても、教
職員全員と保育を変えることへの思いが共有できていな
いもどかしさがあった。

　講師に教職大学院の松木健一教授（当時）を迎えて、
幼児を取り巻く社会の姿や今求められる保育の必要性、
教育改革の流れ等の講義とそれを聴いてグループ協議を
する三園の合同研修会を開催した。福井佼成幼稚園の
ホールに三園の全職員の 95%に相当する約 110名が参
加した。各園の意気込みが感じられる場となった。
　講義後のグループ協議では、少人数に分かれて各々が
講演を聞いて考えた内容を発言し書き込んだ付箋を模造
紙に貼り付けて各グループの意見を取りまとめた。
　講義を聞き、対話をして、自らの保育を振り返ること
で、参加者が保育を変えていく糸口を見つけてもらえた
のではないか。また公開保育研究会を継続して、園や保
育を変えていく共通の認識が生まれたのではないかと推
察している。

2020 年度の公開保育の開催
　2020年度の研究会開催決定までの過程を紹介して、
研究会の継続への三園の思いを紹介する。
　2018年 4月開始から 3年目を迎えた研究会だが、新
型コロナウイルスの感染者が増えている状況下、2020

年度の実施開催について、三園は園内、園外で議論を重
ねた。
　コロナ禍以前は保護者が、自由に園舎内に出入りして、
各教室にて園児の登降園の引き渡しをしていたが、コロ
ナ禍以後は園舎内への出入りを制限していた。また、年
中行事も園舎内は使用せず、園庭や屋上などの屋外を利
用する等のコロナ対策が行われる中で、公開保育を実施
しても良いものか。各園の教職員の意見は様々だった。
　三園の園長が協議した結果、県内のコロナ情勢が落ち
着き始め、休校していた学校が再開されるタイミングで、
6月にさくら認定こども園の公開保育実施に踏み切っ
た。そして、夏休み期間の 8月に福井佼成幼稚園にて公
開保育を実施した。和田こども園でも 10月に公開保育
を開催することに決定した。
　コロナ禍のため、他園との交流ができない状況で、三
園が独自に実施していたコロナ対策についてグループ協
議時に情報共有する機会ともなり、三密回避の参考とす
ることができた。
　コロナを恐れる余り殻に閉じこもり閉鎖的になってし
まいがちだったが、できる限り安全な状況で他園との交
流方法を模索することで学びを止めないことの大切さを
痛感した。それは、実際に子どもの様子を生で見て、そ
の同じ場面を共有した教職員が対面で語り合うことから
生まれる学びである。
　2020年度のコロナ禍における公開保育実施までの三
園の意思決定の過程は、他園との対面による交流を如何
に継続していくかを示す、意味ある取組となった。
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Ⅳ　公開保育が生んだ変容の事例
　公開保育研究会を継続してきた 4年間に、三園の職員
の成長や三園の変容が見られている。この成長や変容は、
三園固有の実践の取組と公開保育研究会の実践の取組が
源となっていると推察できる。公開保育研究会 4年間の
職員の成長や園の行事の変容を実践例で示す。

公開保育での職員の成長
　参加している職員の成長をグループ協議でのコメント
の変化で示す。2018年 6月の公開保育での参加者（福
井佼成幼稚園）のコメントを以下に示す。

泥だんごをトイの中で転がそうとしている子が、平地に
なると止まってしまうことに『なんで？』の一声。試行
錯誤しながらも、トイを工夫するのではなく、泥だんご
の方を改良すれば上手くいくと考えている様子。子ども
の発想は面白いと思った。

　公開保育を始めた 2018年 6月の、遊びの状態や子ど
もの動きや発想を捉えようと注視している様子が伺え
る。
　2020年 8月の公開保育でのグループ協議の参加者（福
井佼成幼稚園）のコメントを以下に示す。

凍った氷の中のボールを取ろうと数人の子が集まってい
る。「太陽にずっと置いておいたらいいよ。」「水をかけ
るといいんじゃない。」等いろいろと意見が飛び交うが、
他児の子の意見を否定せず、試しているのが良かった。

　子どもの発見や言葉、動きにその子なりの意味がある
ことを感じ取り、共感しながら寄り添った観察をしてい
る。公開保育に繰り返し参加することにより、保育を客
観的に観察し、更に共感的に観察できる眼差しが鍛えら
れていることが伺える。

他園からの学びが行事の変容に
　福井佼成幼稚園の公開保育に参加した和田こども園の
職員が、公開保育で学んだことを、和田こども園の行事
改革につなげた事例である。
　2018年 6月の福井佼成幼稚園の公開保育研究会で、
子どもたちが創意工夫しながら制作した、手作りのおみ
こしが展示されていた。
　5歳児同士で話し合ってテーマと制作分担を決め、3

～ 5歳児の縦割りで、おみこし制作に取り組んだと福井
佼成幼稚園の職員から聞いた。保育者は子ども達の制作
を見守っていたとも聞いた。
　和田こども園では、上記のおみこし制作の事例を参考

年 月日 時間 会場園 (*) 公開保育対象 研究テーマ

2018

6月 22日 9:00～ 12:00 さくら 4・5歳児 子どもの育ちを学び合う
7月 5日 9:00～ 12:00 和田 4・5歳児 子どもの育ちを学び合う
10月 16日 9:00～ 14:00 福井佼成 全クラス 子どもが夢中になる遊び
10月 25日 9:00～ 14:00 さくら 全クラス 子どもの遊びと生活の中で主体性を引き出す
10月 30日 9:00～ 12:00 和田 4・5歳児 子どもの育ちを学び合う
2月 12日 9:00～ 12:00 さくら 全クラス 子どもの遊びと生活の中で主体性を引き出す

2019

6月 7日 9:00～ 12:00 さくら 全クラス 子どもの思いを聞き保育者主導になっていないか
7月 2日 9:00～ 12:00 福井佼成 4・5歳児 子どもに寄り添う
8月 6日 9:00～ 12:00 和田 4・5歳児 子どもの育ちを学び合う
9月 7日 13:00～ 16:00 福井佼成 福井大松木健一教授講演会・研修会
10月 11日 9:00～ 15:00 福井佼成 全クラス 子どもの育ちを学び合う
10月 29日 9:00～ 15:00 さくら 全クラス 子どもの育ちを学び合う
11月 13日 9:00～ 12:00 和田 0・1歳児 子どもの育ちを学び合う
2月 12日 13:00～ 16:00 さくら 3・4・5歳児 対話を大切に　学びを深める
2月 18日 9:00～ 12:00 和田 4・5歳児 子どもの育ちを学び合う

2020

6月 12日 9:00～ 12:00 さくら 3・4・5歳児 夏祭りに向けたお友達との関わりと保育者
8月 19日 9:00～ 12:00 福井佼成 3・4・5歳児 縦割り保育の中での水遊び
10月 13日 9:00～ 12:00 和田 3・4・5歳児 子どもの育ちを学び合う

2021

6月 16日 9:00～ 12:00 さくら 0～ 5歳児 新しい時代の保育実践　当たり前を見直す
7月 16日 9:00～ 12:00 和田 全クラス アクティブラーナーを育てよう
10月 21日 9:00～ 12:00 さくら 0～ 5歳児 新しい時代の保育実践　当たり前を見直す
10月28日 (**) 9:00～ 12:00 福井佼成 0・1・2歳児 子どもの育ちを学び合う
11月 9日 (**) 9:00～ 12:00 和田 3・4・5歳児 アクティブ・ラーナーを育てよう

(*)さくら：さくら認定こども園、和田：和田こども園、福井佼成：福井佼成幼稚園    (**)実施予定

表3．公開保育研究会の公開保育の実施状況



40― ―

伊藤　康弘，嵩谷浩太郎，大栁世津子

に、2018年の夏まつりから子どもたちの興味・関心の
あるテーマにより 4・5歳児合同でおみこしを制作する
ことにした。日々のコーナーあそびからテーマが決まり、
子どもたちが 2基のおみこしを制作した。
　この時おみこし制作に積極的ではないが、おみこしを
担ぐことに楽しさを感じたり、制作活動を見ることに興
味がある子どもたちがいた。そこで、夏まつりという行
事に子どもたち全員が楽しく関わるためにどうしたら良
いかを保育者間で相談し合った。その結果、夏まつり当
日のおみこしごっこへの参加は、おみこしを担ぎたくな
い子は無理をさせず、おみこしを担ぎたい子は何度でも
順番を待てば担げるようにした。また、おみこしごっこ
同様に盆踊りも、参加したい子は何度でも踊れるように
するなど、子どもたちの参加の仕方を工夫することに
なった。
　和田こども園の従来のやり方は、クラス毎に一基のお
みこしを制作し、そのおみこしにクラス全員の制作物を
保育者が見栄え良くするために飾り付けする等のやり方
をとっていた。また、おみこしごっこもクラス全員が、
2回ずつおみこしを担ぐ順番を決めて、自分の順番が来
るまでは友達を応援しながら待つというやり方だった。
職員は、クラス全員を平等におみこしの制作とおみこし
ごっこに参加させないといけないと思い込んでいたので
ある。
　2018年以降、和田こども園の夏まつりは前例踏襲の
やり方から解放され、毎年新たな工夫をすることで変化
し続けている。例えば今まで雨天決行のため、園舎内で
実施していた夏まつりが、2020年は、コロナ禍を考慮
して、園庭と園舎内を併用して、学年毎に二部制で開催
した。2021年は和田小学校の体育館を借りて 3・4・5

歳児を縦割りにした二部制で実施した。
　保育者が固定観念に縛られることが無くなったため、
新しいアイデアが次々と提案され始めた。また保護者に
見てもらうための行事から、子どもたちによる子どもた
ちのための行事へ変えようという起点になった。

Ⅴ　他園の保育実践からの学び
　三園の公開保育研究会の取り組みについて自由記述形
式の三園の職員アンケートを取った。寄せられた回答か
ら他園の公開保育参加で得られた学びを、三園共通の学
び、三園それぞれの学びに分けて説明する。

共通の学び
（１）若手職員、臨時職員の意欲が引き出せた。公開保
育に参加する機会が年 4回あり、日頃園外の研修に参加
できない、2～ 4年目の職員や臨時職員が、公開保育に
参加する機会ができた。後日参加した職員から新しい提
案が出てきて、職員の意欲の高さを感じている。園内研
修や園内会議時の職員の積極的な発言が増えている。
（２）他園の施設・設備・環境構成・保育活動を参観で

きて参考になった。例えば行事時のホール全体の使い方、
コーナーの構成、園庭全体の使い方は高い視点で見るこ
とを教えてくれた。また手作りおもちゃ等の工夫は自園
ですぐに取り入れて効果を感じている。
（３）グループ協議で、共通の悩みや頑張りを認め合い、
それが明日への活力になった。
（４）俯瞰的に他園の保育を参観できて、職員の動きを
第三者視点で観察できて、よく理解できた。

さくら認定こども園の学び
（１）日常的に自身が素早い応答性を要求される子ども
と保育教諭の対話の場面を、客観的に観察できた。自身
の保育を振り返り、見直しができた。言語化しにくい保
育教諭の活動を観察できて、子どもとの対話の進め方や
子どものつぶやきの拾い方の参考になった。
（２）観察した子どもの遊びや子どもの発見したことを
グループ協議で他園の保育教諭と語り合えて、新しい視
点からの子どもの姿を得て、子ども理解が進んだ。他園
の保育教諭と共感的な意見交換することでの学び合いを
楽しいと感じた。
（３）同じ職員が何度も公開保育に参加することで気づ
きが深くなり、視野が広くなった。1回目は建物・設備・
掲示物に気を取られているが、期間をおいて 2回目の参
加で自園とは異なる保育の工夫や子どの様子に気づき始
めた。

和田こども園の学び
（１）他園の保育環境を参考にすることで、保育環境へ
の固定観念から開放され、より良くするための選択肢が
広がった。それぞれのクラス毎に当園で可能な環境設定
を担任間で話し合い考えながら、取り組み始めた。自分
のクラスの子どもたちの現状を踏まえ、保育室のレイア
ウトを変更したり、子どもたちの興味関心を考慮した
「コーナーあそび」の場を設けたりするようになった。
（２）他園の保育者の保育実践を観ることで、自分自身
の保育を振り返る機会になっている。客観的に他園の保
育教諭と子どもたちとの関わりの様子を見て、「あの場
面で私ならどう関わったか」と振り返り、子どもたちが
遊び込む様子を見て「子どもたちはどんな気持ちで遊び
込んでいるのだろう」と子どもの見取り方を学ぶ機会に
もなっている。
　日常的な業務の中では、自分自身の保育実践について
吟味するゆとりはない。公開保育に参加するための時間
が、そのまま自分自身を振り返るゆとりの時間となり、
日常的な業務から解放された貴重な時間となっている。
（３）子どもたちの姿を客観的な立場で見ることで、子
どもたちの主体的な活動を促すための手法や手段が明確
になり、理論から実践への道筋が見えてきた。より具体
的なイメージができたことで、見様見真似ながらもアク
ティブラーニングの足掛かりとしての活動を取り入れ始
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めた。

福井佼成幼稚園の学び
（１）他園の保育を観ることで、自園では気づけない学
び（かかわり方・寄り添い方・言葉のかけ方）があり、
その学びについて思いを深める機会になった。
（２）保育参観後のグループ協議に参加し、他園の先生
と保育を語り合うことが刺激となり、自分の保育を見直
し自分ならどうするだろうと考えるようになった。
（３）他園の環境設定や子どもの姿を客観的に観ること
で、他園の環境や子どもの姿から振り返り、自分の課題
が見えてきた。

Ⅵ　他園の保育実践を支える
　三園の職員アンケートから公開保育を開催して得られ
た学びについて説明する。公開保育開催して得られた学
びを、三園共通の学び、三園それぞれの学びに分けて説
明する。

共通の学び
　公開保育を開催する三園の職員に、学びの機会があ
り、保育の質の向上に寄与したことを共通の学びとして
示す。
（１）保育を言語化できるようになった。自分たちの保
育を語り合い、折りに触れ考えた発言がでるようになっ
た。それは研究会のグループ協議の時間に、自園の職員
が自分たちの保育の目的・狙い、本日の子どもたちの様
子を自分の言葉で説明することから学んでいたのだろ
う。
（２）保育を第三者の視点で見る気づきを知った。良い
点も悪い点含めて気づいてことを他園の保育教諭や講評
の先生方に教えてもらった。特に良いところを教えてい
ただいたことは、自信になった。また明日への保育の意
欲が湧いた。

さくら認定こども園の学び
（１）他園の先生方が公開保育で参観に来られることを
意識して、各クラスの担任の活動が活発になった。公開
保育の参観中という緊張感の中で、今まで学んできたこ
とを意識しながら保育できた。
（２）参観者からクラス担任が気づかない子どものつぶ
やきや動きを第三者の視点で教えてもらい、たくさんの
気づきを得た。
（３）公開保育での講評の先生の質問や感想から同じク
ラスの先生方と振り返ったり話し合ったりすることが楽
しい学び合いであった。例えば講評の先生から「プロ
ジェクト保育を 3歳児以上のクラスで行うには、2歳児
クラスでその準備をしないといけないけど」という問い
を契機に、2歳児クラスの担任が、今までの子どもたち
の活動をプロジェクト保育の準備という視点で振り返っ

たり、3歳児クラスに進級した時のプロジェクト保育の
ことを話し合いしていた。講評の先生の問いかけを前向
きに捉え保育を振り返ることに手応えを感じていた。

和田こども園の学び
（１）公開保育を実施後のグループ協議が、教職員一人
ひとりの振り返りの機会となっている。自分たちが何を
ねらいにして保育実践しているのかを語り、他園の保育
者からの問いかけに答えることで、日々の保育実践が言
語化され、意味づけされている。
（２）保育を参観してもらい、自分の実践を褒めてもら
い認めてもらうことは、保育者としての自信に繋がり、
自己肯定感とモチベーションが高まる機会になってい
る。
（３）当園の教職員全員が公開保育の実施に対して前向
きであるとは言えないが、悩んでいたことを解消するた
めのヒントが得られて良かったと公開保育を実施する良
さも徐々に浸透してきている。

福井佼成幼稚園の学び
（１）同じエピソードを異なる視点で語り合える。子ど
もの遊び込んでいるエピソードを違った視点で聞くこと
で、自分では気づけなかった子どもの姿に気づけた。
（２）保育を褒めてもらうことで自信が持て、保育への
励ましや助言を得て、新しい試みをやってみたくなった。
また日頃は当たり前のルーティンの活動に対して疑問や
意見をもらい、改善のきっかけになった。
　例えば助言からおもちゃの数を減らした方が良さそうな
ことや、お片付けを子どもの学びに捉え直しできることに
気づき、環境を変えて子どもの変化を試したくなった。

Ⅶ　園の変容とその要因
　4年間の公開保育の積み重ねが、保育が変わり、職員
の意識が変わり、園が変わった第一の要因と考えている。
最初に研究会が継続できた要因について考える。
研究会が継続できた要因
　研究会が 4年間の実践を継続できた要因について職員
の立場、園長の立場に分けて考察する。
（１）職員のやる気を引き出した要因
（i）他園の保育への興味・関心
　公開保育研究会を開始した時には、自園と異なる他園
への興味だけであった。2回目以降の公開保育では、視
点の異なる他園の保育実践への、尽きない興味が引き出
されていた。
（ii）選択肢のある参観内容
　0歳児～ 5歳児まで、各園でそれぞれ異なるテーマを
掲げて日常保育を参観することにしたので、職員の多様
な興味に応えられた。
（iii）グループ協議から生まれる同僚性
　保育参観後に、グループ協議の時間を持てた。三園の
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職員の楽しい学び合いの時間を持て同僚性が生まれた。
（iv）研究会への教職大学院の教員の参加
　毎回の研究会に、教職大学院の教員の参加を依頼して
いる。教員の講評を聞くことで、職員は保育の仕事を専
門職として捉え直せたのではないかと推察している。開
催園の職員は、自らの保育実践を語り、保育の専門性を
高める機会となっている。
（２）三園の園長が研究会を続けた要因
（i）園を変革し保育を変えるべき少子化の進展
　公開保育研究会の設立・参加の背景にある、少子化が
年々進展していることから、三園の園長は、それぞれの
園の文脈の中で公開保育を推進してきた。園を変えてい
こう、保育の質を向上させようという目標に揺らぎはな
かった。
（ii）開催園になることの学びは大きく、負担は少ない
　公開保育研究会は日常の保育の質の向上を目標にして
いる。したがって日常の保育を参観してもらうので、開
催園の職員の負担は少なく、開催園の効用は大きい。
（iii）職員が教職大学院で学び、その学びを園に持ち込
んで変革への刺激を与えている
　三園の職員が院生となり、毎月教職大学院で学び合い
をしていることが、公開保育研究会を継続する力になっ
ている。

さくら認定こども園の変容
（１）一人の職員の 1つの変化の多数の積み重ねが園の
変容を生み出す
　他園の先生から、子どものハサミの使い方が安全では
ないと指摘された。保育者自身はそう思えなかった。そ
れで教頭やクラス担任の先生と話し合ったりして、ハサ
ミを使った活動を考え直してみた。その結果以前のクラ
スで一斉にハサミを使っていたことの方が、危険度が高
いという結論になった。その助言を契機に、子どもたち
のハサミの使い方の活動を見直す提案ができた。また職
員全員が、ハサミの使い方の実践を共有できた。そして
別の職員は同僚と、ハサミ等の制作に関わる道具や材料
置き場での配置を見直し始めた。
　このように一人の職員が変わるとその変化がクラスに
広がり、園全体の変化へ波及していった。1つの変化が
別の新たな変化を生み、変化の連鎖が時間をかけて園全
体に広がり、さらに数カ月後に新たな変化の広がりが積
み重なっていった。これが園が変わったとか、保育が変
わったと捉えられると考えている。
（２）研究会の講師の講評が保育者の専門性の向上につ
ながる
　公開保育後のグループ協議で、教職大学院の教員が、
開催園の保育実践を取り上げて、第三者視点で言語にし
て説明してくれる。さらにその上位の概念を言葉にして
くれる。その積み重ねが、職員の自己満足でない保育の
専門性を高めて、職員の士気の向上につながっている。

和田こども園の変容
（１）公開保育に参加した職員の変容
　公開保育を積極的かつ継続的に行うことで、参加した
職員が思考を巡らせ主体的に行動を起こすようになって
きた。他園の保育環境や保育実践を観ることで何かしら
の刺激を受け、その刺激と自分自身の保育実践をどう結
び付けるか。日々の子どもたちとの生活の中での困り感を
解消するためのヒントを見つけ、それをどう活かすか。三
園それぞれに特色があり、設備も全然違う。初めて各園
を訪れた教職員は、素晴らしい設備や環境に目を奪われ、
無い物ねだり的な感想が先立つことになる。しかし、何
度か継続して参加することで、保育者と子どもとの関わり、
遊びの中での子どもの学び、目の前の子どもたちの状況
に合わせた細やかな工夫に気付かされる。そして、他園
での実践をそのまま自園に持ち帰っても出来ることと出来
ないことがあり、どうすれば自分のクラスで同じような意
味合いの取組ができるかを考えるように変容してきた。
（２）公開保育に参加した職員からの波及効果
　公開保育に参加した教職員が公開保育での気付きをペ
アのクラス担任に話す、そして一緒に考え工夫する。こ
の繰り返しが園全体の変容を生み出している。一人では
アイデアにも限界があるので、他の教職員に相談して、
またヒントを得ようと対話していく。これが自然と職員
間のコミュニケーションにつながり、意味ある雑談が増
えてきている。堅苦しい会議では言えないような素朴な
疑問や質問があったり、冗談交じりの発言に笑いがあっ
たりと、子どもたちの成長や学びの場面を楽しそうに語
り合う姿が、和やかな雰囲気を生み出している。保育者
一人ひとりが主体的に思考を巡らせ子どもたちと関わ
り、子どもたちの遊びに変化が現れていることを職員み
んなで楽しんでいる。
（３）園長、管理職にとっての公開保育の意義
　三園の公開保育には、できるだけ園長及び管理職も参
加して現場教員と同じ場面を共有できるようにしてい
る。また、各園での教育・保育の質の向上のための取組
や園運営に関する課題についても話し合える場、情報交
換のできる機会として、園長や管理職にとっても有意義
なものとなっている。

福井佼成幼稚園の変容
（１）自らの保育を言語化し保育の良さに気づくことで
保育者が自信をつけた
　公開保育を重ねることで、緊張感よりも期待感が強く
なり、グループ協議では積極的に発言し、自分の保育を
語る姿が見られるようになった。また、多くの学びを得
ながら、他園の良さと共に自園の良さにも気づくことが
できるようになり、自信をつけてきたと考えている。
（２）開催園となることは保育の質を向上する機会
　公開保育で得るものは大きい。自分たちがやっている
ことが外部の方々の目にはどのように映るのか。たとえ
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園を結び互いの保育実践を支え学び合う

評価が分かれても、ある意味では自信をつける機会であ
り、また助言を受けて向上できる機会ともなるのである。
公開保育は、最終形を見せるのではなく、発展途中の保
育の姿をそのまま見せていくという申し合わせが職員の
抵抗感を小さくした。更に、教職大学院の教員の講評が
いただけるという、自己満足では終わらせない仕組みが
成果をもたらせたと考えている。

三園の変容とその要因
　2018年から始まった公開保育の実践の積み重ねは、三
園の職員一人ひとりの学びの場を広げ、職員の意識と保
育の質を変えてきた。さらに公開保育が持つ柔軟で多様
な学びにより、2013年頃から三園がそれぞれの園長主導
で始めていた園の保育を変えようという活動は、現場の
職員に静かに浸透しつつ園を変えてきたと推察している。
　三園の変容を生み出した要因は、地域の少子化を背景
とする園改革の推進という文脈の中で、公開保育を定期
的に開催することにより、異質な三園の職員が学び合い、
多くの職員の多様で多層な気づきが変容を起こしたと推
察している。つまり公開保育を位置づける必然性がなけ
れば、公開保育実践の積み重ねや公開保育を開催して学
びを積み重ねることは難しかったと考えている。

Ⅷ　成果と課題
成果
　本節は、三園の変容の要因を概観し、Ⅰで紹介した先
行研究を取り上げて比較を試みる。
　三園それぞれの保育を変え、園を変えてきた一番の要
因は、4年間の異質な三園の公開保育の実践の積み重ね
である。職員一人ひとりが公開保育の場で、俯瞰的に他
園の保育を観察し自園の保育を振り返り、保育という営
みを語り合い、省察と気づきを積み重ねてきたからとい
える。省察と気づきには固有の文脈があることから、「気
づきの物語」と呼んでよいだろう。
　三園の職員一人ひとりの多くの「気づきの物語」がつ
ながり、例えば蜂の巣のネットワーク構造のように形成
されたものが、園の変容の本質なのだろう。その気づき
を生み出したのは、まさに 4年間の公開保育の継続で
あった。Ⅰの先行研究は、長期に渡って公開保育を継続
することの効用や意義には言及していない。
　二番目の要因は、少子化を背景とした三園の直面して
いる文脈の中でこそ、「公開保育を続けること」が活か
せたということである。その文脈は、地域の少子化を前
に「保育の質を向上させたい」、「保育を子ども主体に変
えたい」、「園を変革したい」という、三園の園長の思い
であった。その文脈があればこそ、公開保育の開催自体
を目的にすることなく、公開保育という強力な道具が活
かせたと考えている。
　2020年に始まったコロナ禍により少子化は急激に進
行しており、三園の公開保育を継続する文脈は今後も変

わらないであろう。公開保育開催の目的化についてもⅠ
の先行研究は、言及していない。
　三番目の要因は、三園共通の学びの基盤として、教職
大学院の存在である。異質な三園が集まって公開保育で
学びを深めるためには、三園が教職大学院に職員を派遣
しているという、学びの共通な基盤が必須であった。そ
うでなければ、三園の信頼関係の構築さえ覚束なかっ
たのではないかと推察する。「教育改革」、「学校改革」、
「OECD2030」のような学びが共通にあるからこそ、園
改革への志は揺らいでいないのだろう。成田朋子（2014）
は、自治体を基盤とした公開保育による学びを事例とし
ているが、公開保育を活かす学びの基盤については言及
していない。
　四番目の要因は、公開保育に参加している教職大学院
の教員の存在であった。毎回の研究会で教員の講評の中
で開催園の保育の営みが言語化・抽象化されたことが、
職員に保育職を専門職として意識させ、職員の士気を高
めたと推察している。秋田喜代美（2020）の ECEQに
おけるコーディネータと役割は類似点が多い。第三者視
点を持つ外部の研究者の継続的な参加は、公開保育の意
義を高めると推察している。

課題
　研究会の課題を三園の園長の自由形式アンケートから
まとめた。その要点を下記に示す。
（１）全職員が公開保育に笑顔で参加できる
　これからの公開保育の学びを展開するために、臨時・
派遣職員、給食職員等も含めて全職員が参加できるよう
に公開保育の輪を広げていきたい。全職員が、何回も余
裕をもって参加できる園内の体制づくりが課題である。
（２）公開保育の場の学びを全職員が共有できる
　公開保育に参加した職員の学び・振り返りを、参加で
きなかった職員と共有できる場を作り、学びを共有でき
るようにし、その学びが広がり、深まるようにしたい
（３）公開保育を超えた職員交流を図る
　公開保育研究会の活動をさらに推進して、定期的な交
換実習に発展させたい。異質な文化を体験・経験するこ
とは、新しい視点を考えるきっかけを提供する。他園の
職員との対話を楽しみ、自園にない文化を見たり聞いた
りして新しい見方を知る。そして、良いと思ったことを
自園に取り込むためにどうすべきか、悩み考え相談しな
がら、自らの保育を進化させ続けたい。
（４）学びのサイクルを意識した公開保育にする
　成田朋子（2014）で指摘している「日々の実践に埋
め込まれたＰＤＣＡサイクル」のような学びのサイクル
を意識した公開保育として得られる学びを深めたい。

Ⅸ　終わりに
　三園がそれぞれの園の課題・地域の課題に向き合い、
切磋琢磨しながら、地域の幅広いニーズに応えられる「し
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なやかで強い園」を目指していきたい。
　また三園は、公開保育研究会での学びを通して、新た
な取り組みを共有し、共に成長し、さらに若手育成のた
めの「学習する組織ネットワーク」を目指したい。
 

用語
　本稿では、以下の意味で用いている。
保育者：保育士、保育教諭、子育て支援員、栄養士、調
理員等の子どもと直接的・間接的に接する職種
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管理職：園長、教頭、主幹保育教諭
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付録
１．公開保育時の研究会の成果
　保育参観後、年齢クラス別にグループ協議を実施し、公開保育の内容や自園の保育を省察した結果を記録としている。
2021年 6月 16日実施の公開保育のグループ協議の成果の一部を下記に示す。

図1．公開保育時のグループ協議内容（2021.6.16 於：さくら認定こども園）
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